
「アンチイムベヂン」印チ「イムベヂン」

ノ抗瞳ハ存在スルヤ

附.rイムベヂンjノ生物事的意義

京都帝国大事諮事部外科撃教室U~潟教授指導）

議師段撃士青柳 安 誠

Gibt es einen gegen das lmpedin gerichteten 

Antik合per,das Antiimpedin? 

Von 

Dr. Y. Aoyaghi, Dozenten der Klinik. 

〔Ausd~m Laboratorium d. I. Chirurg. Klinik d. Kaiser]. Uni,・ersitat zu Kyoto 

(Prof. Dr. R. Torikata.）〕

Zusammenfassung. 

1) Die normale Phagozytos巴 beimNormalserum war unter Mitwi1・kungvon nativen 

Kulturfiltraten {NF) betriichtlich kleiner als unter der von abgekochlen (FK30’）． 

Dies ist die Impedinerscheinung bei der normalen Phagozytose. 

2) Eb~nfalls wurdc die spezifische Phagozytos巴 beim homologen Antiserum unter 

Mitll'irkung von abgekochten Kulturfiltraten (FK30’） in einem n巴itgrosseren l¥Ta出 U

gesteigert als unte1・dervon nativen (NF). Dies ist nichts anderes als die Impediners-

cheinung bei der・spezifischenPhagozytose. 

3) Bei der Impedinerscheinung der Phagozytose war es ganz gleichgiiltig, oh das 

Antiserum durch ein impedinfreies oder aber durch ein impedinreiches Ausgangsma-

terial erzeugt worden ¥¥'ar. 

4) Der maximale Effekt Gcs die Phagozytose paralysierenden Impedins beim 

Normalserum verhielt sich zu dem beim Antiserum, das dur℃h ein impedinfreies 

Koktoimmunogen erzeugt worden war, bzw. zu dem durch die impedinreiche Vakzin円

ausgelOsten wie 100 :319 bz1¥'. 100: 343・

5) Dadurch ist be11・iesen, dass es keinen gegen das Irnpedin gerichteten Antikδrper, 

kein Antiimpedin, gibt. 

6) Dies stimmt mit den folgenden von R. Torikata aufg。teJltenScitzen in vollem 

Masse iiberein ・ 

i）ηDas Impedin ist zur AuslOsung von Antiklirpern nicht befahigt“（R.Torikata, 

Koktopriizipitinogene und Kokloimmunogene, Bern 1917, S. 30). 

与ID
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ii) ,, Je grosser die Antiserurr刊 i巾 1時 W肌 destomehr zeigt sich auch die Impe-

dine即 heinu時・”（R.Torikata, Die volumetrische Komplementbindungsreaktion, Jena 

1928, s. 597). 

7) Durch die obige Eige凶 chaftdes Impedins unte町 heidetsich das Impedin von 

den iibrigen paralysierenden mikrobi＜コtischen Energien, dcm”leucocidine ＇’ von Van 

de Velde und dem Aggressin von Bail. (Autoreferal) 

緒 － E司

Dennys及ピ Vande Velde ハ葡萄fl)~球菌培養ノ生浦中ニ含7 レア喰菌作用テ無）J ナラ

シム Jレleucocidineハ抗酷郎チ antileucocidineテ産出シ得、 ト記載セリ。叉Bailニ依レパ

Aggressineニ劉シテハ Antiaggressinナル抗瞳カ、出来Jレト説クリ。

fji司教i'zハ「 fムペダニ〆 jハ共ノ：重要ナ Jレ性質ノーツトシテ、抗開削チ「アンチイムペヂ

ン」テ産出セすりし事テ宣言セリ。（R.Tmikata, Koktopriizipitinogene und Koktoimmunogene, 

Bern 1917，メ.30. Fig. 3・A und B und S. 482) 

其ノ誼トシア、同教授ハ特殊沈澱反感ニ於テ、「 fムペヂン」現象ハ抗血清慣ノ大ニナル

程、或ハ一定4克服量ニ針シテ作用スル抗血清量ガ大トナレパ大トナ Jレ程、著明トナJレ事責

テ述べ、タリ。（R.T< >rikata, I心＞ktopriizipitinogeneund Koktoimmunogene. Bern 1917氏107

Tab. 68-70, sowie R. Torikata, Die volumetrische Komplementbindungsreaktion, Jena 

1928, S. 467, Tab. 538) 

三大ニ余等ハ試験管内喰菌現象ニ於テモ亦夕、同様ニ「 fムベヂン」現象ハ特殊抗血清春在

／下ニ於 T ハ、同健常血清ノ存 tT: ノ下ニ於ナ Jレヨリモ、著明ェ現レラ~ル ·1~ 、帥チ「アンチ

fムペチン」ナルモノカ、存在セザJレヤ否ヤテ貰験結県ニ匡サント欲ス。

供試材料

一、葺色葡萄蹴球菌

生鴻液（NF) 1詫中ニ該菌量約0,0042詫（寅験第一周）及ピ約0,0056括（貫験第二刑）テ含

有スル普通加熱「ワクチン」ノ上澄波テL:i櫨過器ニテi慮過セ Jレモノナリ。

30分煮鴻液（FK30') 前記生鴻液ノ一部テ100度ーテ沸騰シツツアル重麓煎rj:1ニア30分

間煮沸セ Jレモノナリ。

60分間煮櫨波高ii記生櫨液ノ一部テ同様ニシテ60分間煮沸セJレモノナリ。

二、腸窒扶斯菌

生i慮液（NF) 大日本帝同政府悼染病研究所ノ設定ニナル海防用問一宅扶斯置、fワクチン」

テT,31曜過器ニテ鴻過シテ得タ Jレ水抜透明ノ波ナリ。

30分煮櫨波（FK30') 白ii記生櫨液ノ一部テ 100度ニテ沸騰シツツアル重滋I恥1~ ニ no分

間煮沸セ Jレモノニシア、生櫨波ノ；如ク水様透明ノ波ナリ n
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三、試験管内噴菌現象検査用葺色葡萄蹴球菌標準液

寅験第一ニハ共ノ 1詫中ニ約0,0021詫ノ Ht'色葡萄ii｝：球菌々量テ含有シ居Jレモノア月1ヰ、

寅験第二ニ川約0,0028詑ノ菌量テ含イTスJレモノテ用ヰタリ。

回、試験管内喰菌現象検査用腸窒扶斯菌標準液

寒天斜面48時間培蓬ノ腸窒扶斯菌テ 0,85%食臨7]<.rJ:i ニ浮併セシメ、揖氏60度ノ；F：霊煎 f~I

デ30分間加温殺菌、共 J；後食盤水ニテ二回洗樵シ、最後＝0,5%石抜酸Jm0,85%食E軽水ニ

浮世主セシメタルモノナリ。ソノ菌量ハ1耗中ニ約0,0021詫ナリ。

玉、抗責色竜萄蹴球菌克疫家兎血清

第一貫験トシテ、静脈内ニ合計28詫ノ黄色葡萄蹴球菌煮沸苑疫原テ注射セル家兎ノ血清

テ使用セリ。印チ該血清ハ無「イムペヂン」抗原ニ依リテll年来サレタ Jレモノニシテ、 1500

倍ノ撰集慣テ有ス。之レテ発疫血清Iナル記就テ以テ表ス。

第二賓験用トシテハ静脈内ニ合計7詫ノ黄色弘j萄献球菌普通加熱「ワクチン J（菌量1括中

ニ約0,0063詫）ラ注射セル家兎ノ血清テ使用セリ。郎チ該克疫血清ハ「 fムペヂンJ含有

HI殻材料ニ依リテ賂来サレシモノニシア、 1000倍ノ凝集1買テ有ス。之レテ克疫血清JIト

ナス。雨血清ハ56度ノ重濯煎中デ30分間加温サレタゾ。

六、抗腸童扶斯菌克疫家兎血清

腸窒扶新菌ノ普通加言ずワクチン」テ合計2.0詫グクi静脈内ニ注射シタ Jレ家兎ノ充疫血清

ナリ。帥チ尭疫血清ハ「 fムペヂン」合有／免疫原ニヨリテll年来サレタルモノニシテ1000

4喜ノ凝集慣テ有ス J 寛験第三用ナリ。

検査方法

余等ハラ fトノ「才プソニン」測定法ニ何等ノ鑓法テ加フル事無ク、忠賓ニ準操セリ＂ Mc 

ニ余等ノ；方法ハ普遍的ニ何人モ容易ニ遁試シ得Jレモノナリ。

賓 験 第 一

克疫血清Iヲ使用シタJI-際J葺色葡萄蹴球菌特殊喰菌現象Z劃

スJI-責色葡萄蹴球菌「4ムベヂシ」J作用

此ノ検査ニ使用シタル克疫血清ハ、前述ノ如ク無「イムベヂン」出護材料印チ煮沸売店！！日

ニ依リ JI守＊サレタ Jレモ／ナリ n 検査結査ハ第一表乃至第四表ニ示スガ如シ。

第ー表 抗原量0,2及ピ 0,5ccin.＝.ヨり影響7受ケタル黄色葡萄状球菌ノ試験管

内侍殊及ビ普通喰菌現象

A＝家兎ノl司極免疫血清（I）.＝.於ケル喰菌現象

N＝健常家兎血清＝於ケノレ日食Uli現象



f虎

I~~~ I A T N I~ N I~~円－

~r.;;ft1t111trt1干24 
15 

四第4き八．第i萄T里科外本日

抗原種

3向2

0
4
0
7白

ρ
O
K
υ

1

4

1

4

。，．，
A

k
u
a
a
z
p
a

，t
 

’Z
咽

i

P

0

4
せ

。
ス

｜

有A
B
 

n
U
ρ
H

，
け

Q
O

司ノ

－

酸

成山

1
1
1
1

石／
 

N

H

8

4

%

 

Q
り

ゅ

－

Rリハリか
J

Illa－
－

Illl
’111111III－
1
j

”“
 必且レ

G

り

3

7

ケ

1

於

i
l
1
I
l
l
i－

－

－

本

虫ヱす暦
E原

付
d

n

り

句

j

d

Hリ

ι
H
U

2

2

f

 －也，4l
’
 

1

1

1

J

 

レれ寸ノ盟A
具、‘ノ

o,.) 

NaCl'> 

NI' 

FK 30ノ

FIζJ:!Oノ

• ~~~＂ I 工 f N I A 1γ｜ 

抗馬［lJl:ll，：，及ピ 1,0ccm ＝ヨリ影響ヲ受ケタノレ黄色葡萄JI；｝（球菌／試験

管内侍殊及ピ普通喰菌現象 八及ピNノ、第一表ノ刻1：：〆。

抗原種
子
丁

l

第二表

N 

A
リ

n
w
υ
a

’d
A
2

2

1

0

4

T

A

 

A 

9

7

1

1

 

1
1
τ
i
F
8
0リ

w
U
P
D
Oけ
の

δ

ー

’i

叫

υ

・1
ρ

U

可

且

り

Q

T

A

｛）、：1

NaCl 

;¥'F 

FK ?.0' 

FIζ1 '.2（ド

10 

6 

nリ

A
り

ぬ

苛

u
z
o

守

i

噌

i

’8
0

4

戸

川

リ

刈

崎

A

J

リ

】

【

d

噌

E
A

1

5

2

3

 

1

2

1

 

F
O
O
h
M
G
O
R
υ
 

出

5

7

2
’EA
T
E
A
 

｝
 

（
 

ー

NaCl 

Xト

FK ::O' 

FK l::'.fl' 
20 

13 

l抗原量 1 1え－ 商一 一
A N I A I ::-¥ 

4 i 

抗原量1,0及ピヱll:cm ＝ヨリ影響ヲ受ケタル抗色葡萄状球菌ノ試験

管内幹殊及ピ持遁l喰菌現象 A及ピNノ、第一表ノ刻1：：ノ

抗原種
子
丁

l

第三表

N 

2

1

7

4

 

A
ま

9hM

電
U

Q

U

ー

A 

パ

リ

“

同

t
o
υ

け
H

O
ん

噌

i

ρ

＠

り

け

け
け

t

i

u
、υ

，t

－J
1

i

け

け

ゆ

－

口

氏

リ

9
4

ろ

サ
M

T

I

ハリー

:'¥a Cl 

:NI' 

FIζ ；；（）＇ 

トJ( I '.2111 

4
外
品
。
ヌ
H
A
H
v
ρ
H
W

ー

2

6

8

7

 

0

Z

Y

A

凋
守

oh

リ

“

司
i

ρ
り

山

リ

リ

!) 

JG 

o
u

－－

A
t
oリ

け

ド

門

d

J
リ

d
t
t

リ－

1
4

:!,O 

NaCl 

NF 

FK :;111 

FK 1211' 



青柳・「アンチイムペヂン」卸チ「イムイヂン」F抗強ノ、存在スノレヤ 583 

第四表 試験管内黄色葡萄！伏球菌特殊喰~i現象＝於ケル「イムペヂン」現象

黄色葡萄状
球蘭浮湯
措置過液ノ種

NF 
]・ Iζ 301 

NF 
FK. 301 

NF 
FK 30' 

NF 
~＇K ：~O' 

C¥aCI 

抗
原
量
ccm 

0,2 

1,0 

2,0 

黄色葡萄状球筒「イムペヂ Y」ノ試験管内同名「オプソ＝ン」或ハ「ト

ロピン」＝及ポス作用（第一表ヨリ第三表迄ノi総括）

「トロピン Jハ「イムペヂン」ヲ含有セザル出費材料ナル煮沸免疫元＝

ヨリテ将来セラレタル免疫血清(I）＝含有サレ !J！）。

「イムベヂンJ 2):1トロピン」
喰 菌 子 エネルギ－%「トロピン」：＞）ニ於ケル

A I lイムベヂ1N ｜「イムベヂ A I N ノ作用 ｜「イムイヂ
ン」勢力 Y」勢力 シ」勢力

。
40 

8 161) 100 100 1 '.!4 4!) 24 5H 300 5 

14 511) 12 14 
100 100 2 3741 

26 4り4 217 ::l!J 

8 100 100 1 7 
41 rn 28 

48 21 686 268 27 

6 
32 

8 
8 

100 100 -2 
24 ;;K 16 G:::: 22 

I - I 15 I I 12 J I - I - I 

l) 特殊喰商現象ニ於ケル最大「イムペヂン」勢力ト普通日食菌現象＝於ケル最大「イムペヂン」

勢力トノ比ρ51: 16=31fl: 100ナリ。

2）「トロピシ」作用＝免疫血清＝於ケル喰菌子一健常血清＝於ケル喰蘭子

り「トロピン」＝於ケル「 fA ペヂン」勢力＝FK::lO'.＝.於ケル「トロピシ」作用－NF＝於ケル

「トロピシ」作用

'1) 特殊抗穂（「トロピン」）ユ於ケル「イムイヂン」勢カノ：最大僚ノ、喰菌子ノ絶筆tr買＝テ；：7ナ9

キ。

所見概括

1、0,85%食盟水ニ於クル喰菌現象ノ結果ナル喰菌子特殊克疫血清添加ノ際ハ 15＝シア

健常血清添加ノ際ハ12ナリキn

2、黄色葡萄欣球菌「ワクチン」ノ；生櫨液ニ於ク JI.-喰菌現象ノ結果ハ多ク食臨水ニ於ク Jレ

ヨリモ弱小ナリキ。喰菌子ハ生i慮液ノ使用量0,2、0ム 1仏 2,0耗ト増加スルニ従ヒ、発疫

血清テ使用セ ）！.－時ハ9、14、7及ぞ6、健常血清テ使用セル時ハ8、12、8、8トナリタリ n

以上ハ、生時波ハ、ソレガ普通或ハ特殊喰菌作用ノ何レニテアレ、全ク同様ニ、喰菌現

象テ普通以下ニ低下セシムルモノナ Jレ事テ、 明示ス Jレモノナリ。

3、之レニ反シ、 30分煮櫨波ハ生櫨波ト異リ、喰菌作用テ高度ニ増強ス。郎チ抗原使用量

70ム 0,5、1,0及ピ2,0耗トナスニ従ヒ、喰菌子ハ尭.［1,t血清テ使用ノ際ハ、 49、65、48及ピ

38、健常血清使月jノ際ハ24、26、21及ピ16トナリタリ。故ニ「 fムペヂン」テ含7 ず ）J.,細菌

性水溶性物質（此ノ際ハ黄色葡荷拡球菌.30分煮橋被・）ハ、喰菌現象テ（余等ノ揚合デハ同名

商ノ喰菌現象）、健常血清及ピ兎疫血清使用ノ雨時トモニ普通以上ニ増強セシメタリ。
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4、使用：1::n.2~12 ヨリ始メテ 2,0開迄I骨量シタ Jレニ、綿テノ揚合ニ於テ、使用量0,5詫ノ際＝

最大位置、HH1J テ示シタリ。此ノ事貫ハ「凡テノー売疫i串的現象ハ過大ナ；•抗原量テ月J 7レパ

増強セラ JレJレ事無ク、反ツア抑制セラJレ、事』テ物語JレモノーシテJとハ周知ノ：法則ナリ。

5、趨景： o,s詫テ使用シタ際ノ「 fムベチン問）JJ 1';¥; ~Q；；ハ、 n[tj'l.jFノ差ニテ去ハセパ、健

常血清子使用シタノレ際ノ、14、免疫血清テ使用シタルI~空ハ :'il ナリ。

以J：ノ結!-f~.cc ヨレバ）~.·！：）＇血清中 ι ハ「 f ムベヂン J 作月1 テ無力タラシム可キ、「アンチイ

ムペデン」テ合7 サ’ ）~事明カナリ。斯Jし差別ハ只ニ試f1JV0,5詫ノ｜努ノミナラス＼叉0,2耗ヨ

リ2,0詫ニ至Jレ凡テノ試用量ニ際シテモ、例外ナシニ見出サレタル所ナリ。叉喰菌子ノ 100

1 ・・ 分比慣ヨリモ、同様ノ開係ヲ著明ニ認、ム Jレラ得ペシ。

6、発1支出一清ヲ以テ； n合商現象ハ勿論位常血清（「才プソーン」）ト特殊抗植（「トロピン」）

中ニ於テ行ハルル喰菌力トノ合1Jf-結果ナリ。余等ハ「トロピン jニ依リテJI年来セラレタル喰

花i現象子第同友ニ示スガ如夕、免疫J古i清及ヒイff'":;:;n'rLir!i使用時ノ喰官、i子ノ差ニテ大酷テ夫ハ

セリ。斯クテj慮液ヲ0,2、0,5,],0及ピ2,0;Jモ使用ス Jレι 従ヒ、「トロピン」作用ハ生櫨波／存

在スノレ際ニハ、 l雪、 1及ピ 2.30分煮j慮波ノ；存在ス Jレ時ハ店、 39、27及ピ22トナリタリ。

7、以上ノ事責ハ、喰aw現象テ特殊ニ催準セシムル「トロピン」作用ハ「 fムベチン」テ含

有スル生ii.. ~波／存在ニ依リ殆ド完全ニ停止サルルモノナル事テ示セリ。卸チ此ノ鮒謹ニ協

レハ H味i/dl'i~ （「トロピン」）ニハ「イムペヂン」テ無力ナラシムルガ如キ作用ハ全ク無キモノ

タJレテ知Jレベシ。

8、「 fムペヂン j ノ：影響ハ喰由子ノ差テ以テシテ、抗原使m量ガ0,2、0,5、1,0及ピ2,0耗

トナルニ従ヒ、免疫血清使用時ニハ40、51、41及ピ32。和b

ピ台トナリ、 H会I訂rノ100分比ノゴf：テ以テシテハ免疫JfrLi情使ffj!I寺ニノ、叫4、464、“自及ピ633

叉fii''i白血液使fJj昨ェハ300、217、263及ピ200トナリタリ n

以上ハ (1)「fムペヂン」ノ l'i'l1Jハ10¥常血清 ｝ ~ ナラズ、制支血市ノ使用ニ際シテモ［，；Jf'fi

ニ聞読サJレ、事叉 r2JI fムペチン」ハ免疫血清ノ存：（1：ノ下ニ於テハ間常血許！？存：（EノFニ

於ナ Jレヨリモ、ヨリ大ニ働ク司王テ示スモノナリ。

札口味111tr日i作JJJニ於クル最大ノ「 fム，.，，チン」／興へ L）；~枠ト普通！喰菌作用ニ於ケ Jレソ

レトノ比ハ、 51・16=319:100 ナリキ。＠p チ生物f｝.｛：’ドj反応；（、余＇·~1：ノ仔rJ ニテハ lift官j作 HJ ）カ大

ーナ Jレ程、ソノ際ノ「 4ムベヂン」現象ノリμ，弧ク現ハルルモノナリ n

io、特殊抗開（「ト円ピン」）ニ於タル11~大ノ「イムベチン」／影響ハ制！日表ニ示ス如ク喰菌

子ノ粕1・1位ニテ37ナリキ。

費験第二

完疫血清IIヲ使用シタJI-際J葺色葡萄獄球菌J喰菌作用二割ス

JI-葺色葡萄蹴球菌「4ムペヂシ」作用z就テ



0Hii 青柳．「アンチイムペチン」印チ「イムペチン」ノ抗髄ハ存在ス Jレヤ

此ノ寅験ノ嬬ニ使用シタ Jレ免疫血if!j-Il ハ「イムペチン」ノ l~fi ；レ豊富ナノレ哲·）ill 力fl塑f ヲクチ

ン」ニヨリ Jl年来サレタルモノナリ。検査結果ハ第五及ピ第六去ニ示スカ1「lシ。

黄色？前橋状球菌ノ NF及ピ FKil01ノ種々ナノレ量ユヨリテ影響7受ケ

タル黄色葡萄状球菌ノ試験管内特殊及ピ普通喰菌現象

A ＝家兎ノl司種免疫血清＝於ケ Jレ喰菌現象

N ＝健常家兎血清＝於ケノレ喰f);j現象
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試験管内黄色葡萄状球菌特殊喰菌現象＝於ケ Y「イ L ~ヂン」現象。黄
色葡1萄!VUJ菌lイムペヂン」ノ試験管内同名i オプソユン」或ノ、「トロピ
ン」＝及ボス阻止作用。「トロピン」ノ、「イム 4チン」含有ノ /J1俊材料（普

通加熱「ワクチン」）＝ヨリ将来セラレタ Jレ免疫血清（Jf ）＝含有サレタ
1) 

第六表

子 I 「イムペヂン」 I l「トロピン」
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1) 特殊喰菌現象＝於ケル最大「イムベヂン」勢力ト普通喰菌現象＝於ケルソレトノ.It，、24:7

=343: 100 

2) 特殊抗髄（「トロピシ」）＝於ケル最大「イムベヂン」勢力ハ喰菌子／絡調1直ユテ18ナPキ。

所見 概括

1、 櫨過液テ0,1詫ヨリ 0,5詫迄漸ヨ欠場量スルーツレテ、特殊喰菌現象（喰菌子）ハ漸次ニ

増大シ行キタレ共0,5詫ニテ最大値ニ建シ、爾後穂波テ増量ス Jレニ従ヒ、漸次減少シタリ。

2、 余等ハ喰菌現象ノ上行及ピ下行位相テ追及シテ i タルニ、特殊喰菌現象ニ於ク ）~品

大喰菌子慣ハ生櫨液ニ於テ35、30分煮櫨液ニ於:T59ナリキ n 故ニ喰菌現象テ抑制ス可キ生

櫨液ニ含有セラレタル「 fムベヂン」ノ；影響ハ24ニシテ、普通喰菌現象ニ於クJレソレハ第六

表ニ示スガ如ク7ナリ。

3、 斯クテ充疫血清IIテ以テセ Jレ特殊喰現象ニ於ク Jレ最大「 fムベデン政力ト普通喰菌

現象ニ於クルソレトノ比ハ 24:7=343 : 100ノ如クナリタリ。

4、 以上ヨリシテ次ノ事寛テ認識スノレ ・Ji:.テ得ペシ。 (1)「イムペヂン j テ含有セJレ黄色葡

萄欣球菌普通加穿fワクチン」ニ依リ J将来サレタ Jレ抗黄色葡萄AA球菌免疫血清中ーハ針「 f

ムベヂン」抗睦自Hチ「アンチ 4ムぺヂン」テ含7 ズ。叉（2）抗血清ニ於アハ「4ムベヂン」作

用ハ位協・血清ニ於クルヨリモヨリ著明ニ表ハJレ。

5、 喰菌作用テ阻止セシムル「 fムペヂシ」ノ最大力パ特殊抗酷（「トロビン」）ニ於テハ、

喰由子ノ結封教ニア18ナリキ。（第六表参照）

賓験第三

同種克疫血清使用z際シ腸窒扶斯菌J特殊喰菌現象ユ及ボス腸

窒扶斯菌「4ムペヂシ」J作用＝就テ

予E疫血清ハ前~ノ如ク~兎ノ静脈内ニ「 f ムペヂン」テ含有ス ）~普通加熱「ワクチンJ7 疏

射シテ得タ ）~ モノナリ。検査結果ハ第七表及ピ第八表ニ示スガ如シ。

第七表 腸「チ 7ス」菌ノロ及ピトK:lO'／種々ナル用 [i1：ユヨリテ影響ヲ受ケ

タル腸「チヲス」菌ノ試験管内特殊及ピ普通喰蘭現象

A＝家兎／同種免疫血清（ Il）＝於ケノレ喰菌現象

N＝健常家兎血清＝於ケル日食菌現象
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NF 
O，唱

lf) J.i けH け., 18 4211 3'2~ ） 

FK 301 21J 15 31 :lO 601) 350 

h’F ] ,o 持 1 H 4 

行トFK 30' 10 。 11 !) 

NaCl 6 5 り 。戸

1)-4）＝第一結合系＝於ケル喰菌現象／上行位相

4)-5）＝第一結合系＝於ケ Jレ日食~i現象ノ下行位相

4)=NF及ピFK30＇、 0,8叩 11＝－ ヨリテ惹起サレタノレ日食菌現象／最大値ノ比ハ ・12: 60 = 100 : 14:i 

・・・Aュテ、 32::l5=100: 10:1 ... Nュテ

第八表 試験管内腸「チフス」菌特殊喰筒現象＝於ケル「イムペヂン」現象。

腸「チ 7ス」菌「イムペヂン」／！可名「トロピン」戎ハ「オプソ＝シ」＝封

スル阻止作用「トロピン」ハ「千ムペヂン」含有ノ出俊材料（普通「ワク

チン」）ユヨリ将来サレタル菟疫血清中＝含有サレタリ。
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1）ーの＝NF及ピFl<:lO＇ュ於ケル喰菌現象ノ上行位十目

。＿：f,)=NF及ピFIG30〆＝於ケノレ日会現象ノ下行位十目

4）或ハ6）＝喰菌現象／最大値

7）特殊喰菌現象＝於ケル最大「イムペヂン」勢ト普通喰声j現象＝於ケル YL’トノ比ハ

18: l:l= 136: 100ナリ。

「トロピン」ノ体用＝免疫血清＝於ケJレ喰蘭子一普通血清ユ於ケル喰菌子

「トロピン」ニ於ケル「イムペヂン」勢力＝ l・K30ノ＝於ケル「トロピン」作用－Nドュ於ケル

「トロピン」作用

8) 特殊抗憾「トロピン」＝於ケル「イムベヂン」努力ノ最大値ハ喰蘭子／絶望号値＝テ15ナリ。

所見概括

I、 免疫血清使月jニ営リア特殊喰菌現象テ阻止スル「 fムペヂン」ノ最大力ハ18ナリキ。

（第八表参mo

2、普通喰菌現象ニ於テノ、「 fムペヂン」ノ最大）Jハ13j リキ。
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3、 斯クテ特殊及ピ普通喰菌現象ニ於ク ）！－「fムペヂン j ノ最大力ノ比ハ18:13=136: 

100ナリキ。

4、 以上ヨリ次ノ Ji貫テ認識スJレテ得ペシ。

(1)「fムペヂン」テ含有スル普通力fl熱腸空快urr崖j「ワクチン jニヨリ勝来サレタル特殊免

疫血清ハ「 fムペヂン」作用テ無力トナスガtmキ抗措テ合1fセズ。

(2）「 fムペヂン」作用ハソノ際指標トナリタル反感（余等ノ例ニテハ試験管内喰菌現象）

ガ大トナルーツレ、毎々著明トナルナリ。

5、 特殊抗鴨（「トロピン」） J I食菌現象ニ及ポス作「IJハ白明ノ如ク免疫血清及ピ他常血清

使用ニ際シテノ喰商子ノ差ニテ表ハサ JレJレ111-:;r－；八表ニ示スガ如シ。

6、 此ノ際供試材料ノ生及ピ30分煮櫨波テ0,1、0,2、0,5、0,8及ピ1,0耗ト増量スルーツレ

テ、「 fムベデン」ノ；勢力ハOム 13、15及ピ 5トナリタリ。

7、 特殊抗鴨（「トロピン」）テ使用シタル際ノ；最大「 fムペヂンJ}Jハ喰菌子ノ絶針値ニア

15ナリキ。

8、 故ニ此レヨリシテモ亦夕、「アンチイムベヂン」即チ抗「 fムペヂン」抗韓ナ Jレモ／ハ

存在セずJレモノタルコトア知Jレナリ。

賓験第一乃至第E.J組括的所見

貰験第一乃至第三ニ於テ喰菌現象テ阻止セ Jレ生穂波内含有ノ「イムペヂン」ノ最大力テ綿

括シテ第九夫テ得タリ。

第 九 表 最大「イムペヂン」勢力

A＝免疫血清＝於ラル喰蕗i子 N＝健常血清＝於ヶ，し喰繭子

｜ 最大「イムペヂ ｜最大「イムペ

免疫血清7迭レノレ抗原種
｜ 、 勢力 ｜ヂン」勢力

凝集債 1－τ－ I ~i(~ トロピン」
I H I "' 岐用）

黄色葡碕状球菌」煮）沸免疫 1: ];jけI) I 
51 16 ::/IJ 

原（「イムベヂン ナシ (:Jl!l) (100) 

同上菌普通「ワクチン l 1 ]11()11 I 
18" I 

（「イムペヂン」アリ） (343) (100) 

腸「チフ月」菌「ワクチン」 1 ] : 1000 
18 rn 10" 

(lil8) (100) 

1) 第四表参照 :;) 第六表参照 ；；） 第八表参照

割J舌狐内ノ1ハ検査結果ヲ一目瞭然ダラシメ γ トシテ百分比＝ナシタノレモノナリ。

此レヨリシテ毛穴ノ事寛テ認識ス可シ。

1、 地＇i；：；血清ニ於ナル普通喰菌現象ノ、生浦被テ添加シタル際ハ30分煮iii革波テ添加シタル

際ヨリ謹ニノj、ナリ。コレ普通喰菌現象ニ於ナル「 fムベヂン」現象ナリ。

2、 同級ニ~白血；，！；ニ於タ Jレ特殊喰ffil現象ハ30分煮櫨波テ添加シタル際ハ生穂波テ添加



青柳．「アンチイムペヂン」卸チ「イムペヂン」／抗糟y、存在スノレヤ 月8()

シタノレ際ヨリモ遊ニJ曾強セラレタリ c コレ特殊喰商現象ニ於ク Jレ「 fムペチン」現象ニ他ナ

ラス。

3、 喰菌作用「イムペヂン」現象ノ、1IT~「 f ムぺヂン」或ハ「 f ムペヂン」含有材料ノ何レエヨ

リテ帰来サレタル抗血清テ使用ストモ同校ニ可能ナリの

4、 健常血清テ使用シタ Jレ際ノ喰菌現象テ阻止スル「 fムペヂン」ノ最大力ト免疫血清テ

使月jシタ Jレ際ノソレトノ比ハ、 f走者ガ「イムペチン」テ含有セザル煮沸発疫原ニヨリアii寄来

サレタ Jレモノナル時ハ100:319ニシテ「 fムペヂン」含；有ノ「ワクチンjニヨリテJI年来サレタ

ルモノナル時ハ100:343ナリキ。帥チ「 fムペヂン」含有材料ニヨリテ件タル抗血清中エハ

「アンチ 4 ムペチン」ノ痕跡グモ無クシテ「 f ムぺヂン」作用ハ1~ 1ムペヂンJ材料ι ヨリテ

得タル抗血病テ以テセル揚合ヨリモ却ツテ多少大(319: 3~3）ナリキ。

円、 以上ヨリシテ「アンチ 4 ムペヂン」ノ存在セずJレモノナル·1·~ ヵM謹セラレタリ。

6、コレ鳥潟教授ニヨリテ確立セヨレタル毛穴ノ定律ト全然一致スノレ所ナリ。

(1) r-1ムペヂン」ハ抗悼テ康生スルモノニ非ス』。 (R. 'I、orikaL1,Koktoprazipitinogene 

und Koktoimmunogene, Bern 1917, S. 30) 

(2）『克疫血清ノ作用大ナ Jレー程、「 fムぺヂン」現象モ亦タ主主々著明トナル。（R.T1•rikね，

Die volumetrische Komplementbinclungsrcaktion, Jena 1928. S. 507) 

7、 以上ノ事寅ハ「 fムペヂン」ト命名セラレタル細菌性阻止勢力ハ徹頭徹尾阻止的

(Paralytisch）ニ作用ス Jレモノニシテ従ツテ此ノ「 tムペヂン」ニヨリテ一面ニハ一切ノ抗措

ノ産生モ妨害セラレ、他方ニハ「 fムぺデン」ニ針抗スルガ如キ抗鴨（｜アンチイムペヂン」）

モ産生セザルモノ 7リトノ謬説ノ基礎テ強間ナラシムルモノナリ。而シテ以上ノ：事賞ハマ

タ LeucocidineャAggressineハ「 fムペデン」トハ根本的ニ全然別物ナ Jレコトテ明カニス

ルモノナリ。


